
有限会社ホテルサンパレス

株式会社琉球リース

「ホテルサンパレス球陽館」

建築物省エネルギー診断
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日
射
が
強
い

気温が高い

沖縄 北海道／東北

関東
北陸／中部

近畿
中国／四国

九州
沖縄

１５℃以上の日数
沖縄：９０％以上

沖縄県の地域特性

亜熱帯気候⇒暑熱な環境！

エネルギー消費量が多い！
＝ＣＯ２排出量多い！

沖縄県

ホテルサンパレス球陽館(那覇市内） 省ＣＯ２化が必須！



3

省ＣＯ２化の現状

進まない中小規模ホテルの省ＣＯ２化 難しい中小規模ホテルの施設管理

大型リゾートホテルは省ＣＯ２化に取り組み始
めている。

しかし、中規模ホテルは、経営難に苦しんで
おり、省ＣＯ２化・高効率改修も進んでいない
のが現状

エネルギー量 ＣＯ２排出量

（室） （㎡） （％） （％）

Ａホテル 300 24,000 20.8 31.2

Ｂホテル 330 43,000 14.9 18.8

Ｃホテル 300 28,000 6.2 7.0

Ｄホテル 550 57,000 11.0 10.2

Ｅホテル 330 28,000 11.1 11.7

Ｆホテル 320 59,000 5.7 6.2

Ｇホテル 290 19,000 9.8 11.5

施設名
客室数 延床面積

削減割合（全体からの削減率）

大型リゾートホテルは常駐の施設管理者がい
る。また、中央監視システムやＢＥＭＳを装備
して、施設・エネルギー管理を行っている。

しかし、中規模ホテルは、常駐の施設管理者
がいなく、経営者自ら施設の保守・管理をしな
ければならない。エネルギー管理までできな
い。

中小規模ホテル向け エネルギーマネジメントシステムの構築が必要！！

熱源

32%

熱搬送

12%給湯・蒸気

18%

照明・コンセント

21%

動力

11%

その他

5%

例）エネルギー消費内訳分析
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省ＣＯ２化の推進体制

沖縄県ホテル旅館
生活衛生同業組合

地元金融機関

旅館ホテルサンパレス
球陽館

リゾートホテル

僕がお
手本に
なる！

２０１施設

６７施設

２９７施設

リース、融資

３９施設

沖縄県内企業、組合等の連携により、沖縄県全体の省ＣＯ２化推進！

沖縄県
サポート

ホテルサンパレス
球陽館は青年部会長
また、九州青年部会長

㈱みどりデザイン

ビジネスホテル



5

ホテルサンパレス
球陽館

事業のねらい

沖縄県内中小規模ホテルに面的に波及・普及させる！

九州地区ホテル

九州地区ホテル

九州地区ホテル組合員ホテル

組合員ホテル

組合員ホテル

マネジメント拡大

全施設
延床面積 約９００，０００㎡
ＣＯ２削減２７，０００ｔｏｎ/年 目標

沖縄県ホテル旅館
生活衛生同業組合

マネジメント拡大

マネジメント拡大 マネジメント拡大

マネジメント拡大

２９７施設

環境啓蒙、環境ＰＲ

すご
い！
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ホテルサンパレス球陽館について

建築地：沖縄県那覇市
久茂地２－５－１

建築面積：３３０㎡
述べ床面積：３１３６㎡
客室数：７５室
１９７３年竣工
（２００８年全面リニューアル）
沖縄県ホテル旅館
生活衛生同業組合
（２９７施設加盟）
青年部会長

周辺地域や地域住民とのふれ合いの場として、屋上を開放して菜園を
行っている。
久茂地川の流れと川岸のデイゴ並木等の豊かな緑と一体となって、テ
ラスの緑化は、ビルの立ち並ぶ地区にさわやかな景観づくりとして優れ
ている。

昭和６２年６月 那覇市景観賞 受賞
平成元年３月 沖縄県「花と緑豊かな街づくり推進」 功労賞受賞
平成１６年８月 モノレールから見える緑化コンテスト 最優賞受賞
沖縄県都市住環境センター
第６回屋上壁面緑化・ベランダ緑化コンテスト２０１０ 奨励賞受賞

当ホテルのコンセプト「沖縄ロハススタイルを創造する。」

客室内は、廃材を利用した床材、内装にはほぼ全面に集成材を利
用し、シックハウス対策として特殊塗料を施している。

ロビー壁面には沖縄独自の沖縄漆喰工法で仕上げているなど環境
に配慮した取り組みを行っている。

ホテルサンパレス球陽館
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エネルギーマネジメントシステムの導入（２）

今までの取り組みの「見える化」、これからの取り組みの「見える化」

電力消費量 受電電力量

重油補給量

水消費量 水道引込量

エネルギー種別 施設全体消費量 効率検証

外部環境 外気温湿度

機能 ① 機能③

相関分析

空調動力

給湯動力

緑化(空調）

給湯消費量

ボイラ補給水量

その他消費量

消費内訳分析

空調効率

緑化効果

ボイラー効率

屋外照度

ボイラ効率

ボイラー効率

節水効率

機能 ②

気温との相関

時間帯との相関

気温との相関

時間帯との相関

エネルギー計測

検証／削減

電灯 照明効率 日商時間との相関

ガス引込量 厨房消費量

重油消費量

ガス消費量

時間帯との相関

室内環境 室内温湿度

室内照度
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今回の省ＣＯ２への取り組み（全体イメージ）

ヒートポンプを利用した高効率
給湯システムを採用

＋
ボイラーをバックアップとした

ハイブリッド給湯システム

既存照明器具を高効率型へ
改変することで電力量を軽減

＋
人感昼光センサによる
照明点灯制御を導入

客室

提案

宴会場・レストラン

ロビー・ラウンジ

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

貯湯槽

各客室・厨房へ

ボイラー

ヒートポンプ
給湯

貯湯槽

AC AC

AC AC

AC AC

AC AC

AC AC

AC AC

AC AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

エネルギーマネジメント導入
下記の省エネ制御を実施

① 時間帯別照明点灯制御
② 空調温湿度コントロール
③ 給湯システム最適制御

屋上緑化

遮熱効果 蒸散効果

遮熱効果 蒸散効果

機械室

キュービクル

自然採光

客室にて廃材を再利用した
床材（リノリウム）を採用

屋上緑化・半壁面緑化による
遮熱効果で空調負荷を軽減

＋
蒸発冷却効果により

ヒートアイランド現象緩和
個別エアコンによる分散配置
稼動状況に応じた運転が可能

客室フロアの廊下にて
環境にやさしい集成材を採用

既存照明器具を高効率型へ
改変することで電力量を軽減

＋
人感昼光センサによる
照明点灯制御を導入

各室遠方スイッチによる
照明ON-OFFが可能

ヒートポンプを利用した高効率
給湯システムを採用

＋
ボイラーをバックアップとした

ハイブリッド給湯システム

既存照明器具を高効率型へ
改変することで電力量を軽減

＋
人感昼光センサによる
照明点灯制御を導入

客室

提案

宴会場・レストラン

ロビー・ラウンジ

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

客室

貯湯槽

各客室・厨房へ

ボイラー

ヒートポンプ
給湯

貯湯槽

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

ACAC

エネルギーマネジメント導入
下記の省エネ制御を実施

① 時間帯別照明点灯制御
② 空調温湿度コントロール
③ 給湯システム最適制御

屋上緑化

遮熱効果 蒸散効果

遮熱効果 蒸散効果

機械室

キュービクル

自然採光

客室にて廃材を再利用した
床材（リノリウム）を採用

屋上緑化・半壁面緑化による
遮熱効果で空調負荷を軽減

＋
蒸発冷却効果により

ヒートアイランド現象緩和
個別エアコンによる分散配置
稼動状況に応じた運転が可能

客室フロアの廊下にて
環境にやさしい集成材を採用

既存照明器具を高効率型へ
改変することで電力量を軽減

＋
人感昼光センサによる
照明点灯制御を導入

各室遠方スイッチによる
照明ON-OFFが可能
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省ＣＯ２効果

4  BEEES　による省エネルギー改修評価

省エネ改修評価における建築物の環境品質　QES

省エネ改修評価における建築物の環境負荷　LES

   25 × (SQ1 - 1)
   25 × (5 - SLR1)

⊿BEEES ＝ 3.5

69
13

↑
69
35

改修前 BEEBS ＝ 2.0

　　BEEES ＝

＝

改修前 BEEES ＝ ＝

＝

5.5

SA

C

35

69 改修前

13

69 改修後

0

50

100

環境負荷　LES

環
境

品
質

　
Q

E
S

0 50 100

B
-

B
+

0.5

BEE=1.03.0 1.5

ＣＡＳＢＥＥ Ｓランク、ＣＯ２削減率 ２３％達成！！

電力消費量(MJ）
78%

水道消費量（MJ）
1%

厨房ガス量（MJ）
6%

給湯A重油消費量（MJ）
15%

ホテルサンパレス球陽館 エネルギー消費量<現状>

電力消費量(MJ）

水道消費量（MJ）

厨房ガス量（MJ）

給湯A重油消費量（MJ）

エネルギー消費量（全体）

7,327GJ/年

（2,337MJ/年・m2）

電力消費量 (MJ）
68%

水道消費量（MJ）
1%

厨房ガス量（MJ）
5%

給湯A重油消費量（MJ）
13%

削減分（MJ）
13%

ホテルサンパレス球陽館 エネルギー消費量<改善後>

電力消費量(MJ）

水道消費量（MJ）

厨房ガス量（MJ）

給湯A重油消費量（MJ）

削減分（MJ）

エネルギー消費量（全体）

7327GJ/年

↓

6,187GJ/年

（1,937MJ/年・㎡）

電力

79.9%

厨房ガス

1.4%

給湯A重油

18.7%

ホテルサンパレス球陽館 CO2排出量<現状>

電力

厨房ガス

給湯A重油

CO2発生排出量（全体）

407ton-CO2/年

電力

61%厨房ガス

1%

給湯A重油

15%

削減分

23%

ホテルサンパレス球陽館 CO2排出量<改善後>

電力

厨房ガス

給湯A重油

削減分

CO2発生排出量（全体）

407ton-CO2/年

↓

312ton-CO2/年

（100ton-CO2/年・㎡）

(95ton-CO2/年 削減)


